
宮城県保健福祉部子ども・家庭支援課

質問事項 質問内容 回答

①指定管理料の精算について、事業費が完全
精算とする宮城県の考え方について伺いた
い。また、協議が必要な場合の取扱いについ
て伺いたい。

①事業費は、年間入所者数等に応じて変動す
るものであり、実績に応じて精算すべきもの
と考えております。
　ただし、著しい物価高騰等を理由として支
出区分の内訳を変更する場合には協議するも
のとします。

②物価高騰の現状を踏まえ光熱水費等につい
て費用補填等の対応について伺いたい。

②現基本協定及び年度協定書と同様の取扱い
を想定しており、指定期間中の著しい物価変
動等、指定管理料の額を変更すべき事由が発
生したときは、指定管理者と宮城県が協議し
決定するものとします。

③給食費など県入札による業者が決定し物価
高騰により業務委託費が指定管理料を超過し
た場合の予算措置について伺いたい。

③現基本協定及び年度協定書と同様の取扱い
を想定しており、指定期間中の著しい物価変
動等、指定管理料の額を変更すべき事由が発
生したときは、指定管理者と宮城県が協議し
決定するものとします。

①別紙9「リスク分担表」の法令・関連制度
について、直接利用者支援事業に関して制度
変更、通知、通達などの範囲に限定されるの
か、新しく加算職員が国に認められた場合の
予算措置なのか、または、受けられないのか
お尋ねしたい。

①職員配置、予算措置の必要性等について
は、その都度、指定管理者と宮城県が協議し
決定するものとします。

②別紙9「リスク分担表」の維持補修につい
て、建設２０年を経過した施設設備が経年劣
化も懸念され、利用者の安心した生活の保障
として今後の大規模修繕等の予算措置につい
て伺いたい。

②大規模修繕に関する予算措置については、
各施設の個別施設計画に基づき、修繕の必要
性や修繕年度等を総合的に判断し検討いたし
ます。

Ⅱの第３の１（２）（要項８
頁）「申請資格」
Ⅴの第５の２（要項１５～１６
頁）「業務従事者の配置」

①「宮城県さくらハイツと一体的に運営でき
る法人である法人であること」と記載されて
おり、それぞれの要項の業務従事者の配置と
して「施設長」とされています。女性新法の
施行により困難な問題を抱える女性の支援も
多岐にわたり支援の底辺が広がっている現状
があります。
　今後の県民の福祉向上のためにもそれぞれ
の施に「施設長を配置」し、県の女性支援事
業についての今後の県の考え方、合わせて施
設長の予算措置について伺いたい。

①募集要項上、施設の管理運営にあたり女性
自立支援施設の設置及び運営に関する基準に
基づき業務従事者を配置することとされてお
り、また、職員は、専ら女性自立支援施設の
職務に従事する者としますが、入所等の処遇
に支障がない場合にはこの限りではないとし
ているものであり、実情に応じた配置とする
ことが望ましいと考えます。

宮城県コスモスハウス指定管理者募集に関する質問及び回答

Ⅰの第７（要項４頁）
「指定管理者と宮城県のリスク
分担」について

Ⅰの第４（要項３頁）
「管理に要する経費」について


